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光とことばの
フェスティバル 2018

2018年10月 27日 [ 土 ]
17:00 - 20:00

大正大学巣鴨キャンパス
東京都豊島区西巣鴨 3-20-1
申込不要　入退場自由・無料

▼「
光
と
こ
と
ば
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
は

　

表
現
学
部
で
は
２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
、
学
生
の
表
現
力
と
協
働
力

を
高
め
る
た
め
、１
年
生
を
中
心
と
し
た
「
光
と
こ
と
ば
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
実
施
、
和
紙
と
針
金
を
用
い
た
「
ね
ぷ
た
」
制
作
や
、
竹
灯

篭
に
よ
る
空
間
演
出
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
９
回
目
を
数
え

る
本
年
度
は
竹
灯
篭
に
加
え
、
学
生
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
イ

ベ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
す
。

▼
竹
材
に
つ
い
て

 　

竹
灯
篭
に
は
、
竹
需
要
の
激
減
に
よ
る
影
響
で
竹
林
の
荒
廃
問
題
を

抱
え
て
い
る
新
潟
県
佐
渡
島
岩
首
地
区
の
竹
を
使
用
し
ま
す
。
竹
灯
篭

に
よ
る
空
間
演
出
は
岩
首
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
「
竹
灯
り
」
に
学
ん

だ
も
の
で
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
佐
渡
市
は
大
正
大
学
と
広

域
地
域
自
治
体
連
携(

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム)

を
結
び
、
２
０
１
６
年
度

か
ら
地
域
創
生
学
部
の
学
生
の
地
域
実
習
も
佐
渡
島
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

▼
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
同
作
業

　

今
回
は
各
分
野
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
、

「
光
と
こ
と
ば
」
と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
立
ち
返
り
つ
つ
、
本
年

度
テ
ー
マ
「
ひ
ら
め
き
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し

ま
す
。
現
代
最
先
端
の
表
現
と
こ
れ
か
ら
の
表
現
を
担
う
学
生
た
ち
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

正
大
学
の
表
現
学
部
１
年
生
が
中
心
と
な
り
企
画
・
運
営
を

お
こ
な
う
「
光
と
こ
と
ば
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
２
０
１
８

年
の
テ
ー
マ
は
「
ひ
ら
め
き
」
で
す
。
竹
灯
篭
３
０
０
０
基
を
用
い

た
「
光
の
道
」
と
長
野
県
箕
輪
（
み
の
わ
）
町
か
ら
提
供
さ
れ
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
オ
ブ
ジ
ェ
が
舞
台
と
な
り
、
各
分
野
最
先
端
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
学
生
た
ち
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

大

「 ひ ら め き 」

■アーティスト・企画           


